
競技上の注意事項 

１ 試合の順序・方法についての注意事項 

（１）試合は、シングルスがノーアド１セットマッチ、ダブルスは１セットマッチを原則とする。６ゲー

ムオールで１２ポイント制タイブレーク方式を採用する。 

（２）試合は、可能な限りオーダー・オブ・プレー表の指示により進行する。オーダー・オブ・プレー表

で控えに入ったら、若番の選手が本部へ行きボールを貰う。控えの選手は、オーダー・オブ・プレ

ー表に注意して、前の試合終了後直ちにコートに入ってください。 

（３）ウオームアップは、トスによるエンド決定の後に開始し、サービス３本のみとする。 

（４）試合中は、コートチェンジ時にゲームを取った選手が得点板を操作する。得点板は、若番が上、後

番が下とする。 

（５）試合終了後は、勝者が審判用紙にスコアを記入し、本部に結果を報告する。敗者は試合で使用した

ボールと缶を貰う。 

（６）コートに入れる者は選手のみとする。ただし、シングルスでは、両校１名のボールパーソンをつけ

てもかまわない。 

（７）表彰は４位まで行い、３位決定戦を行う。２年の部男女シングルスでは５～８位決定戦を行う。 

（８）雨天時でも開始時間通りに指定された会場に集合して下さい。雨天時のときは会場の移動、または

試合方式の変更を採用することがあります。 

（９）夏季選手権のみ熱中症対策のため以下のルールを適用する。 

   ①ポイント間の給水を認める。ただし、タオルと水分はプレイサイドのベンチに持って移動する

こと。 

   ②連続して試合に入る場合、３０分程度レスト（休憩）をとる。 

 

２ 審判についての注意事項 

（１）試合は、セルフジャッジを原則とする。場合によっては、主審と副審をつけることがあるが、その

場合、大会本部の指示に従ってください。試合前には、必ずお互いに対戦相手を確認してください

（対戦相手を間違えて試合をしたことがありました)。 

（２）セルフジャッジで行う場合、サーバー側がカウントをコールする。紛らわしい判定については相

手側に有利になるようにする。 

（３）各コートの第１試合については、各会場の担当者の指示に従うこと。 

 

３ 競技の運営が円滑に行われるよう、次の諸点にご協力ください。 

（１）各日程の試合開始予定時刻の２０分前までに、受付を行うこと。 

（２）２０秒ルール・９０秒ルールは、厳守のこと。 

（３）試合の進行を妨げるような発声や相手を威嚇するような言動は、禁止する。 

（４）試合時の服装は「清潔で礼儀正しい習慣的に認められているテニスウエア」とする。また、ゼッ 

ケン着用によるユニフォーム（右胸）への学校名掲示をする。ラケットのストリングス上のロゴは

認めない。なお、ボールパーソンの服装も選手と同じとする。 



（５）荒天や試合の遅延などによる試合の中断、コート・会場の変更を行うことがあります。大会本部

の指示に従ってください。 

 

４ 観客の応援については、次の内容をお願いします。 

（１）観客の応援については、原則拍手のみとする。 

（２）インプレー中（サーバーがレディポジションについた時から）には、故意に声を出すことや身体の

一部を動かすことを禁止する。 

（３）応援する選手の相手プレーヤーのプレーに関する言動は禁止する。 

（４）観客の審判に対する一切の言動を禁止する。（観客は勝手にジャッジしたり、選手または審判のジ

ャッジにクレームをつけない。） 

（５）選手に対する技術的なアドバイスは禁止する。 

（６）応援に際しては、隣コートの状況に十分な配慮をする。 

（７）応援中も感染症防止対策として、ソーシャルディスタンスをお願いします。 

 

５ 棄権及び失格について 

     次に該当する場合は、学校（選手）に対してペナルティーを科すことがある。また、棄権及び失格

とすることがある。 

     □試合に際し選手がコートに入っていない場合 

      □レフェリーや審判に従わない場合 

      □ケイレンなどによりプレーが続行できない場合 

    □その他、ルールに著しく違反した場合 

 

６ 新型コロナウイルス感染症対策について 

（１）試合会場では三密を避けるとともに、感染症対策（手洗い・ソーシャルディスタンス等）を徹底す

る。 

（２）試合観戦の時は、マスクの着用をお願いします（競技中は可能な範囲で）。 

（３）試合開始及び終了後の選手どうしの握手はしない。 

（４）試合終了後は速やかに帰宅する（本部挨拶は省略する）。 

（５）試合の観戦では、ソーシャルディスタンスに配慮する。パークドーム熊本での座席は指定された場

所で応援する。また、飛沫感染防止のため、応援は拍手のみとする。 

（６）出場選手の名簿を各会場で提出する（高体連テニス専門部で準備）。 

（７）選手は、試合当日の朝に家庭で検温を行う。発熱や体調不良の場合は無理をしない。 

 

７ その他 

（１）試合球は、ダンロップフォート（イエロー）とし、シングルス１人１缶（２個入り）、ダブルス１

組１缶を本部で準備する。試合で使用したボールは、敗者が持ち帰る。 

（２）貴重品・携行品は、各自、各校で責任をもって管理する。 

（３）各会場でゴミを散らさず、出たゴミは必ず持ち帰る。 



（４）各会場で、テニスコート周辺以外の場所には立ち入らない。また、他の妨げとなるような場所での

練習は行わない。 

（５）会場に自転車で来た者は、所定の場所に駐輪する。 

（６）事故やけがなどのないように体調の管理等に十分配慮すること。熱中症対策を十分に行う。 

   （酷暑の季節の試合で、過去にケイレンにより試合続行不能の選手が出ています。本部の判断で試

合を止めることもあります。） 

 

各校顧問への連絡事項   

１ 選手の棄権、または試合の遅刻等の場合は、連絡をお願いします。 

２ 天候が思わしくない場合も、原則として開始時間までに各自の試合会場で受付を行ってください。

また、判断に困る場合は大会ディレクター（090-9591-0351）にご連絡ください。できる限り試合を

行います。 

３ 審判について 

  １年生にとっては、ほとんどが初めての公式戦になると思われます。セルフジャッジとなりますが、

審判ができるように指導をしておいてください。なお、シングルスの準々決勝以降、ダブルスの準決

勝以降は審判をつける場合があります。 

４ 新型コロナウイルス感染対策、及び熱中症対策の徹底をお願いします。 

５ 選手の出場については、各高校の顧問で参加同意書を取ってください。 


